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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・本日15：00～　木村　美智子様のケア会議あり。慶長SGM出席予定。

・インフルエンザの予防のため、施設内の換気・湿度対策に努めていくこと。
・看護グループ研修について
日時：2/29（月）　17：15～17：45　場所：2階会議室
｢退院に向けてのケア展開(ケアプロセス)｣　対象者：看護新人初級、中級、上級
講師：山内Ns

＜利用者様情報＞
・番沢　政勝　様～昨日の内科受診結果と本日の体調を確認。嗄声は軽減傾向で「鼻と口がボーっとする」とのこと。熱感や乾燥によるものなのか確認すると「んー、ボーっとする」とのみ話している。他の症状も軽減傾向であり、前回受診時と同様の内服薬を処方されたとのこと。来所時には症状の確認を行い、体調変化に注意しながら関わっていく。

・横町　浩　様　～昨日、特定相談担当者との面談を実施。今後、就労継続支援B型事業所「チョコ・クッキー八戸」、「トータルサポート・ソレイユ」の見学を行った上で、体験利用を進めていくこととしている。見学・体験利用の調整は特定相談担当者が行い、同時に、サービス利用計画案も作成していくとのこと。事業所の見学や体験利用に対する不安の有無を確認し、施設の利用へつなげていけるよう関わっていく。

・岩城　敏夫　様～青風荘より情報提供あり。発熱は見られていないが、鼻汁が見られている状況。症状が改善していないためデイナイトケア欠席となる。

・古川　富蔵　様～青風荘より情報提供あり。排便状況を確認すると「今日はやっこいのが2回出はった」「下痢ではないども、硬くて出ないよりは良いんだがな」と笑顔で話していたと情報提供ある。デイナイトケアでは「お腹もそったにゆるくないし」と話し、腹痛はないとのこと。その後の排便はなかったと話している。その他の不調はないと話し、風邪症状もみられていない。

・八木橋　牧雄様～来所時、整形外科を受診してきたとの報告があり、状況を確認。2/15自宅前の階段にて転倒し左側脇腹を打ったとのこと。本日受診時にレントゲンを実施したところ、骨折所見はなく、塗り薬が処方されたと話している。痛みについては何もしなければ痛くないとのことで、歩行時は転倒しないよう注意するよう促している。また、来所時のバイタル測定にて、37.6℃となっており、状況を確認。風邪症状などの身体不調はないと話しており、以降37.3℃で経過している。時間が経過しても不調を訴えることなく、スタッフと交流しながら穏やかに過ごしている。

＜外来情報＞
・平　京子　様　～本人より希望があり、ジプレキサが減薬となっている。HbA1cが6.5から6.8へと悪化傾向である為、カロリー摂取に注意するよう説明されている。

・番沢　政勝　様～日中の眠気を訴えており、睡眠状況を確認すると20時に薬を飲み、23時に就床しているとのこと。服薬時間の変更を説明されるが、現在のスタイルを変更したくないとのことで、エスタゾラムからベルソムラへと処方が変更となっている。

・村上　元道　様～今後のうみねこ幸房利用について、頑なに利用しないと話している。グループホームに居れないなら出ていくと話しているが、担当医よりグループホームはやめないように説明されている。

＜勉強会＞

家族ケアについて

支援の対象は利用者だけではなく、その家族も支援の対象と考える。

家族は利用者との関係でより多くのストレスを感じており、家族を支援する必要性は高い。

⇒家族の心配のしすぎや批判的な態度は再発の要因となる。家族が病気についての知識を得たり､対応の仕方を工夫すること、家族自身がゆとりを持つ事で再発の要因も緩和される。

支援のポイント

Ⅰ．家族の心身の負担と患者さんとのかかわり

1 家族のつらい気持ちや苦しい気持ち

2 「ちょうど良い」かかわりを

Ⅱ．生活を楽しみ平常のリズムを保つ

1 家族が疲れすぎないよう休息をとる

2 家族も自分の生活を楽しむ

Ⅲ．患者さんへの対応の工夫により家族の安定をはかる

1 感情は抑えるよりも工夫して伝えてみる

2 現実的な約束事を一緒につくる

3 病気についての知識を得る

4 かかわりをもてない家族へのアドバイス

Ⅳ．家族もサポートを受ける

1 １人で背負わず家族同士で分担する

2 家族会に参加してみる

3 専門家を活用する

Ⅴ．家族教室

1 まず「家族教室」に参加してみる

2 家族の負担を軽減する家族教室

3 地域でも行われている家族教室

Ⅵ．家族も回復へ

1 発揮できる家族の力

2 今後への期待
